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第
二
十
三
条
の
十
六
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

厚
生
労
働
大
臣
は
、
機
構
に
、
第
二
項
第
七
号
の
規
定
に
よ
る
検
査
又
は
質
問
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
を

行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
機
構
は
、
当
該
検
査
又
は
質
問
を
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、当
該
検
査
又
は
質
問
の
結
果
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
二
項
第
七
号
の
検
査
に
要
す
る
費
用
（
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）は
、
当
該
検
査
を
受
け
る
登
録
認
証

機
関
の
負
担
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
十
八
第
一
項
中
「
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
、「
命
じ
た
と
き
」
を「
命
じ
、

若
し
く
は
請
求
し
た
と
き
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
二
十
八
第
一
項
第
二
号
中
「
本
邦
」
を
「
我
が
国
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
の
認
証
」
を
「
基
準
適
合
性
認
証
」
に
改
め
る
。

第
七
十
五
条
の
二
の
二
第
三
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
の
認
証
」
を
「
基
準
適
合
性
認
証
」
に
、「
一
部

停
止
」
を
「
一
部
の
停
止
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
第
二
項
中
「
の
医
療
機
器
等
審
査
等
」
の
下
に
「
、
第
二
十
三
条
の
六
第
二
項
（
同
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
調
査
」
を
加
え
る
。

（
畜
産
物
の
価
格
安
定
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

畜
産
物
の
価
格
安
定
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法
律

目
次
中
「
第
二
章

主
要
な
畜
産
物
の
価
格
の
安
定
に
関
す
る
措
置
（
第
三
条

第
十
二
条
）

第
三
章

雑
則
（
第
十
三
条
・
第
十
四
条
）

第
四
章

罰
則
（
第
十
五
条
）

」を
「
第
二
章

肉

第
三
章

原

第
四
章

雑

第
五
章

罰

用
牛
及
び
肉
豚
に
つ
い
て
の
交
付
金
の
交
付
（
第
三
条
）

料
乳
及
び
指
定
乳
製
品
の
価
格
の
安
定
に
関
す
る
措
置
（
第
四
条

第
十
三
条
）

則
（
第
十
四
条
・
第
十
五
条
）

則
（
第
十
六
条

第
十
八
条
）

」に
改
め
る
。

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
主
要
な
家
畜
又
は
畜
産
物
に
つ
い
て
、
交
付
金
の
交
付
又
は
価
格
の
安
定
に
関
す
る
措
置

を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
畜
産
経
営
の
安
定
を
図
り
、
も
つ
て
畜
産
及
び
そ
の
関
連
産
業
の
健
全
な
発
展
を
促
進

し
、
併
せ
て
国
民
消
費
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一

項
を
加
え
る
。

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
肉
用
牛
」
と
は
、
政
令
で
定
め
る
月
齢
以
上
の
肉
用
牛
を
い
い
、「
肉
豚
」
と
は
、
種
豚

以
外
の
豚
を
い
う
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
同
条
第
一

項
」
に
、「
二
十
万
円
」
を
「
三
十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
四
章
中
同

条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
六
条

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
交
付
金
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
す
る
。
た
だ
し
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
正
条
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
に
よ

る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
八
条

法
人
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業

務
に
関
し
、
前
二
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
、

各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

２

法
人
で
な
い
団
体
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
が
そ
の
訴
訟

行
為
に
つ
き
法
人
で
な
い
団
体
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事
訴
訟
に
関

す
る
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
四
章
を
第
五
章
と
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
原
料
乳
、
指
定
乳
製
品
、
指
定
食
肉
又
は
鶏
卵
等
の
生
産
費
、
輸
入
価
格
、
在
庫
量
そ
の

他
こ
れ
ら
の
価
格
の
安
定
に
関
し
必
要
な
事
項
を
調
査
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
」
を
「
こ
の
法
律
の

施
行
に
必
要
な
」
に
、「
こ
れ
ら
の
生
産
者
（
指
定
食
肉
に
係
る
家
畜
の
生
産
者
を
含
む
。）」
を
「
肉
用
牛
若
し
く
は

肉
豚
の
生
産
者
若
し
く
は
原
料
乳
若
し
く
は
指
定
乳
製
品
の
生
産
者
」
に
改
め
、「
対
し
、」の
下
に
「
肉
用
牛
若
し
く

は
肉
豚
の
生
産
費
若
し
く
は
販
売
価
格
、
原
料
乳
若
し
く
は
指
定
乳
製
品
の
生
産
費
、
輸
入
価
格
若
し
く
は
在
庫
量

そ
の
他
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

農
林
水
産
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
と
畜
場
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
十

四
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
と
畜
場
（
肉
用
牛
又
は
肉
豚
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
設
置
者
若
し
く
は
管

理
者
又
は
肉
用
牛
若
し
く
は
肉
豚
の
生
産
者
か
ら
そ
の
生
産
し
た
肉
用
牛
若
し
く
は
肉
豚
（
牛
肉
又
は
豚
肉
を
含

む
。）の
販
売
の
委
託
若
し
く
は
売
渡
し
を
受
け
た
者
（
そ
の
者
が
直
接
又
は
間
接
の
構
成
員
と
な
つ
て
い
る
団
体

を
含
む
。）に
対
し
、
肉
用
牛
又
は
肉
豚
の
生
産
費
（
と
畜
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、
肉
用
牛
又
は
肉
豚
（
牛
肉
又

は
豚
肉
を
含
む
。）の
販
売
価
格
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
関
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
章
中
第
十
四
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
三
条
中
「
第
六
条
第
五
項
又
は
第
十
条
各
号
」
を
「
第
三
条
第
一
項
各
号
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第

七
条
第
三
項
又
は
第
十
一
条
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
三
章
を
第
四
章
と
す
る
。

第
二
章
の
章
名
中
「
主
要
な
畜
産
物
」
を
「
原
料
乳
及
び
指
定
乳
製
品
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
を「（
指
定
乳
製
品
の
交
換
）」に
改
め
、
同
条
中
「
又
は
指
定
食
肉
」
を
削
り
、「
こ
れ
ら
」
を

「
当
該
指
定
乳
製
品
」
に
改
め
、
第
二
章
中
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
を「（
指
定
乳
製
品
の
買
入
れ
又
は
売
渡
し
を
し
な
い
場
合
）」に
改
め
、
同
条
中「
第
七
条
の
」

を
「
第
八
条
の
」
に
、「
又
は
第
九
条
」
を
「
又
は
第
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
七
条
第
一

項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
第
九
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
、
同
条
を

第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
条
中
「
又
は
指
定
食
肉
」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
九
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
又
は
指
定
食
肉
」、「
、
指
定
乳
製
品
に
あ
つ
て
は
」
及
び
「
、
指
定

食
肉
に
あ
つ
て
は
中
央
卸
売
市
場
に
お
い
て
、」を
削
り
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
こ
れ
ら
の
」
を
「
そ
の
」
に
改
め
、

同
条
を
第
十
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
指
定
乳
製
品
の
売
渡
し
）」を
付
す
る
。

第
八
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
七
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
か
ら
第

四
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
指
定
食
肉
」
を
削
り
、「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、「
又
は
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
買
入
れ
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
を
第
八
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し

て「（
指
定
乳
製
品
の
買
入
れ
）」を
付
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中

「
前
四
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
七

項
中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」、「
独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機
構
（
以
下
「
」
及
び
「
」
と
い
う
。）」を
削
り
、「
聞

く
」
を
「
聴
く
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
を
第
七
条
と
す

る
。
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